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防には，地域ごとのR.j. 媒介マダニ種を明らかにし，その
季節的消長を把握することが重要であると考えられる。
　本県ではこれまで，2010 年 10 月～ 2011 年 12 月に県内
全域を対象としたマダニの生息状況調査を実施している8）。
しかし，その調査手法は，調査地点を地理的条件によって
多数設定し，それぞれ 1 回ずつ調査する手法であったため，
同一地点におけるマダニの季節的消長は明らかにされてい
ない。そこで，今回我々は，県内全域に 7 定点を設定し，
年間を通して継続的にマダニを捕獲することで，その季節
的消長を解析した。また，捕獲マダニのR.j. 保有状況につ
いても調査した。

2　方法
2.1　マダニの捕獲

　県内 5 保健所管内の 7 地点を定点（A ～ G）とし，2013
年 8 月～ 2014 年 9 月の間，月 1 回旗振り法により植生マ
ダニを捕獲した。保健所・支所別の定点配置及び調査期間
を，表 1 及び図 1 に示す。

１　はじめに
　日本紅斑熱は，Rickettsia japonica（以下「R.j.」とい
う。）を保有するマダニに刺こうされることによって感染す
るダニ媒介性細菌感染症であり，感染症法では四類感染症
に規定されている。発熱及び発しんを主徴とし，治療が遅
れると死に至ることもあるため，早期診断は特に重要であ
る。1984 年に徳島県で初めて患者が報告 1)，2) されて以来，
年々患者数が増加しており，近年では，西日本を中心に全
国で毎年 200 名を超える患者が報告されている。本県でも
2009 年の第 1 例発生以降，これまでに 14 名の報告があり，
今後も患者発生が危惧されている。
　日本紅斑熱の病原体であるR.j. は，少なくとも 3 属 8 種
の媒介マダニが保有する 3）宿主域の広いリケッチアである。
しかし，中国四国地方におけるマダニのR.j. 保有調査では，
各県で確認されたR.j. 保有種は１種又は 2 種のみであり，
島根県ではフタトゲチマダニ及びヤマトマダニ 4），本県，
広島県及び愛媛県ではヤマアラシチマダニであった 5）～ 7）。
このことは，地域によってR.j. 媒介マダニ種が異なる可能
性を示唆するものである。そのため，日本紅斑熱の感染予
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3　結果
3.1　県内のマダニ生息状況

　捕獲されたマダニの総数は，3,525 匹であり，7 定点全て
で捕獲された。定点 F は，2014 年 1 月～ 4 月の期間，積
雪により調査ができなかったが，他の 6 定点では調査期
間を通して毎月マダニが捕獲された。捕獲マダニのうち，
R.j. を媒介する主な 5 種の定点別捕獲数を表 3 に示す。5
種の総数は，2,879 匹であった。種別の捕獲数は，キチマ
ダニが最も多く 1,421 匹（40.31%），次いでフタトゲチマダ
ニ 1,295 匹（36.74%），オオトゲチマダニ 100 匹（2.84%），
ヤマアラシチマダニ 39 匹（1.11%），ヤマトマダニ 24 匹

（0.68%）の順であった。また，各定点で最も多く捕獲され
た種は，定点 A 及び B ではフタトゲチマダニ，定点 C，D，
E，F 及び G ではキチマダニであった。

3.2　定点別のマダニの季節的消長

　調査期間のうち，2013 年 10 月～ 2014 年 9 月の 1 年間
を対象とし，各定点におけるR.j. を媒介する主な 5 種の季
節的消長を解析した。5 種の各定点における月別捕獲数を
スコア化したグラフを図 2 に示す。定点 A では，春から秋
の期間に捕獲数が多かったが，そのほとんどがフタトゲチ
マダニであった。一方，冬から春の期間の捕獲数は少なく，
キチマダニ及びオオトゲチマダニの割合が高かった。定点
B の種別の季節的消長は定点 A と類似していたが，春か
ら秋よりも冬から春の期間の捕獲数が多かった。定点 C，
D 及び E では，春から秋の期間の捕獲数は少なく，フタト
ゲチマダニ，ヤマアラシチマダニ及びヤマトマダニが同程
度捕獲された。一方，冬から春の期間には捕獲数が多かっ
たが，そのほとんどがキチマダニであった。定点 G の種別
の季節的消長は，定点 C，D 及び E と類似していたが，年
間を通して捕獲数は少なかった。定点 F では，積雪により

2.2　捕獲マダニの鑑別及び集計

　捕獲マダニについて，形態学的観察により種を鑑別し，
R.j. を媒介する主な 5 種（フタトゲチマダニ，キチマダニ，
オオトゲチマダニ，ヤマアラシチマダニ及びヤマトマダニ）
を，定点及び捕獲月別に集計した。
2.3　捕獲マダニからのR.j. の検索
　捕獲マダニのうち，3 月から10 月の期間に捕獲したR.j. を
媒介する主な 5 種を選択し，1 匹又は複数匹をプールした
ものを検体とした。これらを潰して得られた内臓液を PBS

（-）に浮遊させ，QIAamp DNA mini kit 及び QIAcube（と
もに株式会社キアゲン）を用いて DNA を抽出した。この
DNA を用いて，花岡ら 9）によって報告されたR.j. を特異
的に検出する real-timePCR 法を実施した。使用したプラ
イマー及びプローブの配列を表２に示す。

表 1　保健所・支所別の定点配置及び調査期間 表 2　プライマー及びプローブ（文献 9）

図1　保健所・支所別の定点配置

表 3　定点別マダニ捕獲数
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検体，フタトゲチマダニ 350 匹 75 検体，オオトゲチマダ
ニ 35 匹 35 検体，ヤマアラシチマダニ 28 匹 28 検体及びヤ
マトマダニ 23 匹 23 検体）について，R.j. 遺伝子検索を実
施した結果，全て陰性であった。

調査ができなかった 2014 年 1 月～ 4 月の期間を除き，継
続的にキチマダニが捕獲されたが，その数は少なかった。
3.3　県内のマダニのR.j. 保有状況
　選択したマダニ 657 匹 213 検体（キチマダニ 221 匹 52

図2　定点別のR.j.媒介主要マダニの季節的消長
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4　考察
　R.j. は，地域によって媒介マダニ種が異なる可能性が示
唆されており，予防のためには，地域ごとのR.j. 保有マダ
ニ種とその季節的消長を把握することが重要である。今回
の調査では，R.j. を媒介する主な 5 種のマダニが県内全域
に年間を通して生息していることが明らかとなった。一方
で，マダニ種の季節的消長には地域差が見られた。これは，
地理的条件によって野生動物の生息状況が異なることが影
響しているかもしれない。また，一般的にマダニの活動が
活発になるのは春から秋とされているが，キチマダニやオ
オトゲチマダニでは，むしろ秋から春にかけての寒い時期
に多く活動していることが確認された。過去に県内でR.j. 遺
伝子が検出されたヤマアラシチマダニ 5）は，全捕獲数の
1.11% と少なかったが，春から秋に捕獲され，過去に県内
で患者が発生した時期とおおむね一致していた。
　マダニ 657 匹 213 検体について，R.j. 遺伝子の検索を実
施したが，全て陰性であった。このことから，県内のマダ
ニのR.j. 保有率は低く，地域ごとのR.j. 媒介種を明らかに
するためには，さらなる調査が必要であると考えられた。
　日本紅斑熱は 1984 年に発見された新興感染症であるが，
2011 年には新たなマダニ媒介性ウイルス感染症として，致
死率の高い重症熱性血小板減少症候群（SFTS）が報告 10）

される等，マダニの保有する病原体や生息実態の把握は重
要性を増している。今回の調査では県内の新たなR.j. 媒介
マダニ種を明らかにすることはできなかったが，マダニの
季節的消長に地域差があることが確認できたことは大きな
収穫であった。今後も継続的な調査を実施し，適切な予防
啓発へ繋げたい。
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